
丸橋珠樹 Ml 河合雅雄 垂直分布に基づいたニホン

ザル自然群の生態学的研究

森山昭彦 Ml 高橋健治 霊長類のタンパク質分解酵

某の性状の研究

所内談話会

昭和50年度には,所内談話会は7回開催された0本年

度も49年度に引き続き毎月欝2,罪4水曜に行なわれ

た.以下に抗者とその概要を記す｡

第37回 5月28日 竹中 修

｢血液の話｣

法者は,血液の有する諸機能,1.酵素,二酸化炭素,

熟,情報,栄益物等 の輸送,2.抗体,補体,血液凝固

等の生体防釦について概説し,次いで現在の研究テーマ

である監長類ヘモグロビンの構造と性質,ニホンザル新

生児期における血液タンパフ質の動態について研究成果

を報告した｡

節38回 6月10日 杉山 串丸

｢ニホンザルの生涯｣

坑者は.ニホンザルが一生を通じてたどる行動軌跡を

人口学的EI料の分析と事例報告を比較しながら,班,雌

それぞれについて紹介した｡

節39回 6月25日 庄武 孝義

｢生物尖田中に沿在する有等退伝子について｣
践者は,生物災田中に沿在する有害退伝子 (迫伝的負

荷)の鼓%,各種の動物で推定した資料を示し,これが

生物袋田の維持と密接な関係がある事を紹介した｡

節40回 7月1叩 日片 文夫

海外帰朝報告 ｢大動脈平滑筋における電気的ひ

ろがり｣

抗者は,神経末端の直接の支配を受けていない内層の

動脈平滑筋は,どのような方法で神経の命令に反応して

いるかを調べる為,動脈の外層と内層の間,及び動脈の

輪状方向の'T'Lii気的連絡を調べ,外層平滑筋の電気的興怒

れ 活動唱位の伝帽によっても電気的緊張電位の流れに

よっても内層平滑筋を刺激する事を示した｡

節41回 9月17日 田中 二郎

梅外帰朝報告

抗者は,昭和49年7月18日より昭和50年7月17日まで

の1カ年臥 格別野菜矧 こよるアフリカ調査を行なったo

調査は,タンガエア西部のチンパンジー,ボツワナの

ブッシュマン,ザイール東部のバンプティ･ピグミー,

ケニア北部のラクダ遊牧民レンディールを対象に行なわ

れ,その経過と成果の-鵜をスライド及び 8mm 映画

を中心に報告した｡

第42回 10月29日 大島 清

｢サル分娩と周産期の卵管,子宮活動｣

演者は,サル分娩の前後に於ての子宮,卵管の活動を

筋電図及び内圧の両面から連続的に記録し,自発パター

ンも,プロスタグランディンに対する反応性 も,分娩

節,申,後によって著しく異る事を観察し,分娩現象を

境界とした内分泌環境の政変が予測される串を示した｡

欝43回 11月26日 岡田 守彦

｢ヒトとサルの二足非行｣

涜者は,サル類とヒトのバイペダリズムの類似と相異

及びサル類の問の類似と相異について主として生機構学

的側面から紹介し,その適応的意義について考察した｡

(文宝 林 韮治 ･決山 師)

海外との交流

1) アマゾン上流域における広鼻独類の調査

西部既達 ･波辺 毅

出張期間 西部 :50年7月-51年3月

波辺 :50年10月-51年3月

出張先 コロンビア

私たちは,日本モンキーセンター第3次学術調査隊に

加わり,Lm査を行なった｡両名とも節2次隊 (48年収)

からの継続参加である｡隊の構成は,代髭者が伊沢紘生

(日本モンキーセンター)で,私たちの他に水 野昭滋

(石川県庁 ･白山自然保誼センタ-)が加わり,現地で

はコロンビア国立大の J.Idrobo教授と,INDERENA

の CarlosCruz博士が共同研究に参加した｡

西都は前回の調査地と同じ Caquet丘河の支流である

Peneya川に6カ月間措在し,ウ～))-モンキーの生態

学的･社会学的調査を行なった｡前回の経験から現地で

の生活と調査に十分なれたこととサル白身が私たちにな

れたことが相侠ってかなり成果があがった｡とくにウ-

リーモンキーの2つの群れで個体識別がすすんだことか

ら,個体の行動,個体間関係,群問関係等について新し

い知見が得られた｡

波辺は前回につづき広鼻猿各種の分布,形態的変異等

の調査を目的として,Peneya川,Caqueta河本流,

Putumayo河上流を歩き,観察と資料の収炎を行なっ

た｡資料の詳しい分析はまだ行なっていないが,この地域

ではこれまでこの種の調査が殆んと行なわれなかったの

でいくつかの新しい発見が期待される｡この他 Peneya

川の調査地では 8mm 映画の投影により,広界粒のロ

コモーションの研究を行なった｡(西部助逮)

2) エチオピアにおけるヒヒ頬の種問関係,とくに種間

雑種についての比較研究｡

河合雅雄 (代表者),岩本光雄,庄武孝義,森松代,
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菅原和学. ラレム･ベルハヌ (Depuity chiefPark

Warden,WildLifeConservationOrganization,共同

研究者)0

出張期間 50.8.12-51.3.26

出張先 :エチオピア.セミエソ地方.バレ地方,オモ

地方,アワッシュ田立公【札

S.51年皮科学研究m抑助企 (朽外学術調査)によっ

て,袈記のテーマでエチオピアで研究を行った｡

1.分相こ関する研兜 (ラレム.河合,岩本,森):エ

チオピアi寸描Sのバレ地方,オモ地方,アジスアベバ北方

のデプラ･リバノス,セミエソ地方で,アヌビスヒヒ,

マントヒヒ,ゲラダヒヒの分布と,種間雑種の存在につ

いて調丑を行った｡

2.7ヌビスヒヒとマントヒヒの種間雑種に関する研

究 :主としてアワッシュ国立公園で行われた｡アワッシ

ュ川沿いに生息するハイブリッドのうち,GBグループ

(60頭),Kグループ (57頭)の個体級別を行った｡ま

た,メタハラにいるマントヒヒの 2バンド(約90頭),

アヌビスヒヒ1群 (71朝)を研究の対象にした｡菅原は

GB,Kグル-プの社会学的研究をWi中的に行い,河合

は柾問関係に韮点をおいて維柾形成の社会過程を追求し

た｡岩木は和雄した82頭に韮づいて生体計測.皮膚隆股

系の汽料を収班｡また200体分の骨格を収班し,形態学

的研究を行った｡庄武は578所分の血紋を探WlL,退伝

学的研究を行った｡

3.ゲラダヒヒの社会学的研究 :森はセミエン地方で,

前回対象としたゲラダヒヒの Eハードの個休識別を改

元,前回の払続研究を行った｡

3) 特別市X,霊長籾の野外研究

抑3年度国外における研究の報告

口中二郎

特別部光nによる詔長類の野外研究は,昭和47年度よ

り発足し.国外における研究は.社会研究部門の鈴木晃

が,卯1年皮,節2年皮と批続して行なったのを,引き

払いで行なわれた｡鈴木は主としてウガンダにおいて,

チンパンジーをはじめとする各種霊長類の比較生態学的

研究を行っており,節3年度においても,ウガンダでの

祉続調査が含められたが,政治的な理由等により,究現

不可能になった｡

卯3年皮の研究は,以下の4才旧 にまとめられる｡

(I) タンザニア四臥 マハリ山塊に生血する野生チン

パンジーの社会生態学的研究｡昭和49年の7月-9月｡

(2) ボツワナ共和国中央カラハソ動物保設区内に生息

する狩m採袋民ブッシュマン族の生態学的研究｡10月-

12月｡ブッシュマンについては,田中が昭和41年以来.

主たる研究対象としている民族で,今回は人口学的資料

の収張に重点をおいた｡

(8) ザィール究部,イツT)森林に生息する狩猟採集民

ピグミー族の生態学的研究｡昭和50年1月-2月｡乾煉

地のブッシュマンとの比較において,とくに環境と生計

活動の関係に総点をしぼって調査した｡

(4) ケニア北部の乾燥地矧こ住む遊牧諸民族の比較生

態学的研究｡3J]-7月｡低地でより乾燥し高温なとこ

ろに住む,レンディーレ,ガプラ.ソマソ等ラクダの遊

牧で生活する柁民族,および,やや斑鳩のマイル ドな土

地で牛の遊牧を行なうサンプル. トゥルカナ詑族との比

較生岱学｡とくに,ラクダとヤギ,ヒツジの飼符のみで生

計をたてるレンディーレ族の生態研究に主力を把いた｡

4) 舌炎的条件づけの神経生理学的研究

C.D.Woody

CharlesD.Woody(米国,UCLA,Dept.ofPhysト

ology,AssociateProf.)は日本学術抜穴会の招きによ

り,神経生理研究部門に昭和50年9月29日より10月29日

まで滞在した｡Woody氏は退去7年間ネコの瞬目条件

づけの神経機構の神経生理学的研究に顕著な共析をあげ

ており,将来の発展の期待される新進の生理学者で あ

る｡学習 ･記憶の神経械柄の解明に意欲を持つ神経生理

即 弓のスタッフの希望が尖り.サルで条件づけ扱柄をさ

ぐる具体的な方法を見つける共同研究 (予偶的なもの)

が始まった｡

酒井正札 松村氾-,久保m奴が参加し,Woodyの

開発した方法でサルに開口条件づけを行う一方,サルの

迅動野の細胞より,ガラス花柾で神経細胞内より記録を

試みた｡短即 日ではあったか各位の桁力的な努力によ

り,初期の目的を退成し,はば満足すべきデータを得る

ことができた｡

また,アメ1)カの若手の一流の神経生理学者の研究態

皮,考え方など関係者に多くの感化を与えた｡

予m的な協同研究の紙札 今後とも共同研究を行うこ

とで,大きな成只が)的桔できるのでそのように努力する

つもりである｡典同研究に参加した酒井正樹氏は,共同

研究を矧こ発展させるためWoodyの招待により,渡米

51年6月1日より共同研究を UCLA,°ept.Physiol.で

Woodyとの研究を行っている｡
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